
文献にみるフォーリー神父の北海道植物採集地

はじめに
フランス人のユルバン・フォーリーUrbain
Fallrie (1847 1/1-1915 7/4)はパリ外同宣
教会(カトリソク)の穴教師として、 1873年(明

治6年、 26歳)に日本の横浜港に到着した。翌

年、新潟教会に転属した頃にフランスのフラン

シェ (Franchet)の依頼で日本の植物を採集し
はじめた。その後、東京浅草教会に転任きれ孤

児院を担当した。 1883年(明治 16年、 36歳)

に凶館を拠点として、官森北海道巡凶牧師とし

て布教活動を始めた。ここで 12年間の布教活動

をしながら、全i立にわたって植物採集を行って
いる。 1895年(明治 28年、 48歳)に健康を害

して一時フランスに帰国した。

フォーリーの健康が凶復した翌年(1896年11
月)には日本に帰着し、青森教会の主管者とし

て再ひ"11;教活動を開始した。青森に定住して約
20年間のイ1;教活動をした後、 1913年 12月(大
11二2年、 66歳)に台湾に行き植物採集に専念し

た。台湾の花蓮港付近で露営中にヤマビ/レが鼻

孔に入り出血が甚だしくなり、 1915年(大，iE4 

年、 68歳)7月4EIに逝去した。帰国していた

2年間を含めて日本夜住は 42年間にわたり布

教活動と日木、市千島、南樺太、朝鮮、ハワイ、

台湾などで柄物採集をおこなった。

フォーリーの柄物保集した業績を知るのに、

現在使肘きれている納l物凶鑑の索引をヲ|いてみ
るとフォーリーの名前が冠した植物名が多くあ

ることがわかる。台湾1ヰ:・ハワイ蕗ーなどの植物

と派員IJとして異名学名については省いて、以下

に引用してみる。

(1) 和名にフオーリーの名前が付いた植物

I地衣類]
1 )フォーリザクロコケ Haematomma 
fallriei Zahlbr. (チャシプゴケ科)
[コケ(蘇苔)植物]

2 )フォーリーイトヤナギゴケ Platydictya 
fallriei (Card.) Z.Iwats. & Nog. (鮮類、ヤナ
ギゴケ干4)
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3 )フォーリースギハゴケ Lepidozia fallri-
ana Steph. (苔類、ムチコeケ科)
4 )フォーリームチゴケ Bazzania fauriana 
(Steph.) S. Ha tt. (苔類、ムチゴケ科)
5)フォーリーツボミゴケ J ungermannia 
fallriana Beallverd (苔類、ツボミゴケ科)
6)フォーリーイチョウゴケ=フォーリーイ

チョウウロコゴケ Lophozia longiflora 
(N ees) Schiffn. (二L.fauriana Steph.) (苔類、
ツボミズコケ科)

7)フォーリーフタマタゴケ lvIetzgeria qlla-
drifaris Steph. (苔類、フタマタコeケ科)

[シダ植物}

8 )フォーリースギナ Eqllisetllm X roth-
maleri C.N. Page (トクサ干ヰ、スギす×イヌス
ギナの雑種)、[タイ 7"j京地]イギリス.

[種子柄物1
9 )フォーリーガヤ Schizachne pllrpllras 
cens (Torr.) Swallen=S. fallriei Hack. (イネ
科)、[基準標本]バイカlレ地方

10) フォーリーアザミ Saussurea fauriei 

Franch. (キク科)

(2) 属名にフォーリーの名前が付いている植物

11) Fallriella Besch‘ エダウ口コゴケモドキ
属(鮮類、ヒゲゴケ科). 

E. Bescherelle エ・ベシレール(フランス)
がフォーリーに献名した属名である。この属の

H本産はエダウロコゴケモドキ Fallriella 

tenllis (lvIi tt.) Cardの1種がある o
12) Fallria Franch イワイチョウ属(ミツガ

シワ科). 

フランシェ (Franchet)がフォーリーに献名
した属名である。この属の日本序:はイワイチョ

ウ Fanriacrista-galli (lvIenz.) lvIakinoの 1
種がある o [基準標本]八甲田山.

(3) 種小名にフォーリーの名前カ、‘付いている植物

種小名に fallriei(名詞変化)、 fallriana(形容
制変化)、 fanriensis(形容詞変化)カず付いてい
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